
本研修では、産業用ロボットによるピック＆プレー

スのシステムインテグレートができるようになること

を目指し、吸着と把持の2種類のロボットハンドの設計

技術とロボットのティーチングについて学びます。

ロボットハンドの把持力に関する基礎的な知識を学

んだ後、様々な種類のロボットハンドの特徴や、ロ

ボットハンドの設計に必要な空圧機器の取扱いについ

て詳しく学びます。

実習では、産業用ロボットへのロボットハンドの取

り付け方と操作方法を学ぶ他、把持力の理論計算値と

実験値との比較を通じて安全率の考え方について解説

します。さらに、ダブルハンドを設定した際のツール

座標系の設定方法や活用などの実習もあり、実践的な

インテグレートを学べる研修となっています。

ロボットシステムインテグレータにとって必須の技

術を学ぶ研修です。ぜひ、ご受講ください。

ロボットハンドの設計技術と、

ロボットのティーチングについて学ぶ

日程：令和４年

９月７日（水）～８日（木）

受講料：

15,000円

申込み締切：令和４年

８月５日（金）

講師：
株式会社エイジェック
山形県工業技術センター

山形県／公益財団法人山形県産業技術振興機構

令和４年度山形県ロボット活用人材育成事業（厚生労働省「地域活性化雇用創造プロジェクト」採択事業）

ロボット技術者育成研修
ロボットハンド
（ハード設計）

定員１６名



目 的 山形県内の製造業に属する事業所に勤務する者に対して産業用ロボットを活用
するための知識とスキルを体系的に身に着ける研修を実施することにより、当
該事業所のロボット分野への進出を促進し、雇用の安定を図ることを目的とする。

日 時 第１日 令和４年９月７日（水） ９：００～１６：３０
第２日 令和４年９月８日（木） ９：００～１６：３０

会 場 山形県高度技術研究開発センター 共通機器室（山形市松栄２－２－１）

講 師 株式会社エイジェック
山形県工業技術センター

受講対象 ・生産技術や設備設計・製作企業における経験が3年程度までの方
・産業用ロボットの導入を検討している企業の方

定 員 １６名（応募者多数の場合は、ロボット分野に進出している企業の受講を優先
し、1社あたりの応募人数の調整やお断りの連絡をさせて頂く場合がございま
すのでご了承下さい。）

申込締切 令和４年８月５日（金）

申込資格 山形県内の製造業の事業所に勤務する者

受 講 料 １５，０００円

受講手続 別紙受講申込書をＦＡＸしてください。(FAX：023-647-3139）
後日、受講決定通知書と県の納入通知書をお送りします。

納入方法 受講料は、後日送付される受講決定通知書および県の納入通知書が届いてか
ら、納入通知書を添えて所定の金融機関の窓口で納付ください。
なお、納付いただいた受講料は、原則としてお返しできませんのでご了承く
ださい。

修了証書 所定の課程（研修時間70％以上の出席）を修了した方には、修了証書が授与
されます。

申込み・ （公財）山形県産業技術振興機構 プロジェクト推進課 遠藤 大志/金田 亮
問合せ先 〒990-2473 山形市松栄二丁目２－１

（山形県高度技術研究開発センター内）
ＴＥＬ：023-647-3163 ＦＡＸ：023-647-3139

ロボット技術者育成研修 （ロボットハンド）
募集要項



ロボットハンド 研修カリキュラム

◎使用機材 デンソーウェーブ社製 産業用ロボット VP6242

月日 時間 内 容 講 師

9月7日

（水）

9:00

～

12:00

座
学

ハ
ン
ド
設
計

●ロボットハンド概論
主な把持形態と動力元（エア、電動、磁気）
設計における把持力の考え方、など

●ロボットハンドに使用される機器の基礎
①電動グリッパ ②真空パッド ③エアチャック
④ソフトハンド ⑤マグネットグリッパ
⑥溶接ハンド ⑦塗装

●エンドエフェクターに使用される機器の基礎
①接触系センサ ②画像系センサ

●ロボットハンドに使用される機器の使い分け
①ワークに応じた選択
②把持の確認方法（使用機器に対応するセンサ）

●動力に関わる空圧の基礎研修

株式会社
エイジェック
大場 精一 氏
松浦 昌昭 氏
三浦 泰治 氏

山形県
工業技術センター
一刀 弘真 氏

13:00

～

16:30

9月8日

（木）

9:00

～

12:00

実
習

実
際
の
ロ
ボ
ッ
ト
で
の
利
用

●実際のロボットでの利用
①マグネットグリッパ及び非接触チャック（ベルヌーイ
チャック）の6軸ロボットへの取り付け、制御、操作

②真空パッド及びグリッパーの6軸ロボットへの取り付け、
制御、操作

③テスト機材による把持力の計算と計測
④ロボットハンドやセンサのロボットへの接続

＊グループに分かれ①～④を交代で行います。
13:00

～

16:30

＜ 本研修の受講にあたり、下記事項についてご承知ください ＞

１．受講者が研修施設、機器及び器具等を故意または重大な過失により破損した場合には、その損害については、

賠償していただくこととなります。

２．研修中に発生した一切の傷病については、県および機構は責を負いかねます。

３．本事業は厚生労働省「地域活性化雇用創造プロジェクト」への採択を受け、厚生労働省の雇用開発支援

事業費等補助金を活用しており、事業の目標を設定し成果として報告する必要があるため、研修実施後に

次の項目について聴き取りを行いますので予めご了承ください。

・受講企業が採用した正社員の人数、氏名・性別・職種・採用年月日・採用後の離職の有無。

・企業の新型コロナウイルスの影響からの業況の回復状況。

４．新型コロナウイルス感染予防のため、換気や消毒へのご理解をお願いします。受講者各位におかれては、マスク着

用と手洗いの徹底をお願いします。また、研修の延期、中止等の緊急対応を行う場合がありますのでご了承くださ

い。また、別紙「研修開催に関する新型コロナウイルス感染拡大防止について」もお読みください。
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